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平成 27 年度香美町消防団出初式

「かみ周遊スタンプラリー」スタンプ設置施設募集

臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金

役場各課などからのお知らせ　　ほか

122
平成 27 年（2015）

2

4

10
12

－ 毎月２０日は魚（とと）の日－
ととフェス第３弾

　全国でも珍しい魚食普及の推進を目指して制定さ

れた「香美町魚食の普及の促進に関する条例」。

　この施行１周年を記念して香住水産加工業協同組

合の上屋で第 3回目の「ととフェス」が行われ、訪

れた多くの人が新鮮な魚や水産加工品を買い求めて

いました。

（本号８ページに関連記事を掲載）
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平
成
27
年
度
香
美
町
消
防
団
出
初
式

　

４
月
５
日
、
福
岡
体
育
館
で
行
わ
れ
た
香

美
町
消
防
団
出
初
式
に
は
、
西
村
功
団
長
以

下
４
１
３
人
が
出
席
。
多
数
の
来
賓
が
見
守

る
中
、
役
員
に
対
す
る
辞
令
交
付
や
新
入
団

員
の
任
命
（
分
団
長
以
上
は
下
記
と
お
り
）、

長
年
に
わ
た
る
消
防
活
動
へ
の
功
績
に
対
す

る
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
初
は
屋
外
で
の
式
典
、
通
常
点
検
、
一

斉
放
水
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
前
日

か
ら
の
天
候
不
良
に
よ
り
屋
内
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
浜
上
町
長
は
４
年
が
経
過
し
た
東

日
本
大
震
災
に
触
れ
、
そ
の
遺
族
や
被
災
者

に
対
し
て
お
見
舞
い
の
言
葉
を
述
べ
た
後
、

「
昨
年
度
の
火
災
発
生
件
数
は
、
近
年
で
は

最
少
で
し
た
。
そ
の
う
ち
消
防
団
が
出
動
し

た
建
物
火
災
で
は
迅
速
か
つ
的
確
な
消
火
活

動
に
よ
っ
て
、
類
焼
防
止
に
成
果
を
上
げ
、

最
小
限
の
被
害
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
近
年
で
は
人
間
の
想
定
を
は
る
か
に
超

え
る
大
災
害
が
時
と
場
所
を
選
ば
ず
に
頻
発

し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
災
害
に
対
し
、

一
層
、
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
の
中
心
と
な
る
消
防
団
に
は
、
い
か
な
る

状
況
の
中
で
も
常
に
先
頭
に
立
っ
て
活
動
し

て
い
た
だ
き
、
町
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保

に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
激
励
し
ま
し

た
。

　

今
年
度
、
新
た
に
基
本
団
員
28
人
と
※

機

能
別
団
員
38
人
が
入
団
。
代
表
し
て
村
岡
第

８
分
団
の
休
芳
和
さ
ん
が
「
一
日
も
早
く
知

識
と
技
術
を
身
に
付
け
、
地
域
の
防
災
活
動

の
中
核
と
し
て
住
民
の
期
待
に
応
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
努
力
し
ま
す
」
と
力
強
く

誓
っ
て
い
ま
し
た
。

◇
団
長
…
西
村 

功

　
　

【
香
住
支
団
】

　
　

◇
副
団
長
兼
支
団
長
…
佐
藤
尚し

ょ

う

む武

　
　

◇
副
団
長
兼
副
支
団
長
…
磯
田
啓
介
、

　
　
　

橋
本
昭
弘
、
渡
邉 

孝

　
　

◇
分
団
長

　
　

・ 

支
団
本
部
…
中
村 

悟
、
清
水
容よ

し

か

ず和
、

濵
本
幸
広
、
今
西
康
喜

　
　

・
香
住
特
設
分
団
…
…
…
東 

輝
彦

　
　

・
香
住
第
１
分
団
…
…
…
森 

春
貴

　
　

・
香
住
第
２
分
団
…
…
…
北
脇
研け

ん

じ至

　
　

・
香
住
第
３
分
団
…
…
…
田
村
慶
太

　
　

・
香
住
第
４
分
団
…
…
…
福
井 

守

　
　

・
香
住
第
５
分
団
…
…
…
濱
本 

学

　
　

・
余
部
分
団
…
…
…
…
…
山
崎
幸
広

　
　

・
柴
山
分
団
…
…
…
…
…
今
西 

強

　
　

・
佐
津
分
団
…
…
…
…
…
安
田
和
司

　
　

・
奥
佐
津
分
団
…
…
…
…
川
戸
一
男

　
　

・
長
井
第
１
分
団
…
…
…
小
田
垣
研
三

　
　

・
長
井
第
２
分
団
…
…
…
中
村
寛か

ん

じ司

　
　

【
村
岡
支
団
】　
　
　

　
　

◇
副
団
長
兼
支
団
長
…
今
後
武
司

　
　

◇ 

副
団
長
兼
副
支
団
長
…
古
家 

学
、

東 

俊と

し

か

ず一
、
石
井 

勇

　
　

◇
分
団
長

　
　

・  

支
団
本
部
…
長
岡
裕
文
、
小
谷
佳
和
、

西
﨑 

昭
、
谷
脇
文
雄
、
石
井
精
一
、

西
田
一
彦

　
　

・
村
岡
特
設
第
１
分
団
…
森
垣
文
裕

新
た
に
機
能
別
消
防
団
員
制
度
を
導
入
し
ま
し
た

▲新入団員を代表して決意を誓う休さん

▲消防団の 1年の無事を祈って万歳三唱

※
機
能
別
消
防
団
員
制
度
と
は
…

　

消
防
団
員
が
不
足
し
て
い
る
地
域
の

消
防
力
の
確
保
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、

平
日
昼
間
の
火
災
の
み
出
動
す
る
。
今

年
度
か
ら
香
住
支
団
で
計
４
分
団
、
小

代
支
団
で
は
計
６
分
団
が
導
入
。

香
美
町
消
防
団
（
分
団
長
以
上
、
敬
称
略
）
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４
月
13
日
、
多
数
の
来
賓
が
見
守
る
中
、

県
立
出
石
※

特
別
支
援
学
校
み
か
た
校
の

開
校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
校
は
、
但
馬
北
西
部
の
知
的
障
害
の

あ
る
子
ど
も
た
ち
の
通
学
距
離
や
保
護
者

の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

出
石
特
別
支
援
学
校
の
分
校
と
し
て
、
旧

射
添
中
学
校
の
校
舎
を
改
修
し
て
開
校
。

　

美
方
郡
内
か
ら
17
人
、
そ
の
う
ち
町
内

か
ら
は
11
人
の
生
徒
が
通
学
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

開
校
式
の
冒
頭
で
県
教
育
委
員
会
事
務

局
特
別
支
援
教
育
課
の
小
松
原
知
子
課
長

は
「
念
願
の
出
石
特
別
支
援
学
校
み
か
た

校
を
開
校
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
の
夢
を
実
現
し
、
地
域
に
愛
さ

れ
る
学
校
に
な
る
よ
う
に
、
関
係
者
が
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。

　

ま
た
、
出
石
特
別
支
援
学
校
の
松
本
茂

樹
校
長
が
「
み
か
た
校
を
子
ど
も
た
ち
の

未
来
を
育
む
学
校
に
し
て
い
き
た
い
」
と

手
話
を
交
え
な
が
ら
抱
負
を
語
っ
た
後
、

中
等
部
・
高
等
部
の
生
徒
を
代
表
し
た
２

人
が
「
み
か
た
校
が
で
き
る
こ
と
を
と
て

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
を
楽

し
い
学
校
に
し
て
い
き
ま
す
」
と
力
強
く

宣
言
し
ま
し
た
。

　

開
校
に
あ
た
っ
て
、
香
美
町
手
を
つ
な

ぐ
育
成
会
の
森
利
秋
会
長
は
「
開
校
は
と

て
も
喜
ば
し
い
こ
と
。
こ
れ
に
よ
っ
て
遠

距
離
通
学
や
県
外
施
設
へ
の
通
学
が
解
消

さ
れ
る
。
美
方
郡
内
に
障
害
の
あ
る
子
ど

も
た
ち
の
教
育
拠
点
が
で
き
る
こ
と
だ
け

で
は
な
く
、
地
域
に
と
っ
て
も
重
要
な
こ

と
。
今
後
は
同
校
を
中
心
に
し
て
、
さ
ら

に
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
て
も
ら

え
れ
ば
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

▲あいさつをする小松原課長

▲手話を交えながらあいさつをする松本校長

　
　

・
村
岡
特
設
第
２
分
団
…
井
上
善
広

　
　

・
村
岡
特
設
第
３
分
団
…
天
良
雅
之

　
　

・
村
岡
第
１
分
団
…
…
…
山
田
貴
広

　
　

・
村
岡
第
２
分
団
…
…
…
小
林
久
之

　
　

・
村
岡
第
３
分
団
…
…
…
上
田
昌
司

　
　

・
村
岡
第
４
分
団
…
…
…
大
林
一
樹

　
　

・
村
岡
第
５
分
団
…
…
…
西
村
一
敏

　
　

・
村
岡
第
６
分
団
…
…
…
山
本
隆
敏

　
　

・
村
岡
第
７
分
団
…
…
…
上
田
勝
也

　
　

・
村
岡
第
８
分
団
…
…
…
古
川
尊た

か

し史

　
　

・
村
岡
第
９
分
団
…
…
…
山
本
和
行

　
　

【
小
代
支
団
】

　
　

◇
副
団
長
兼
支
団
長
…
邊
見
八
郎

　
　

◇ 

副
団
長
兼
副
支
団
長
…
西
村
吉
弘
、

古
岡
敏
幸

　
　

◇
分
団
長

　
　

・ 

支
団
本
部
…
田
中
公
雄
、
中
村
達
也
、

朝
倉
富
昭
、
古
岡
恵
祐

　
　

・
小
代
特
設
第
１
分
団
…
井
上
貞
治

　
　

・
小
代
特
設
第
２
分
団
…
小
林
雅
之

　
　

・
小
代
第
１
分
団
…
…
…
藤
澤
純
也

　
　

・
小
代
第
２
分
団
…
…
…
長
岡
芳
仁

　
　

・
小
代
第
３
分
団
…
…
…
伍
々 

淳
ま
こ
と

　
　

・
小
代
第
４
分
団
…
…
…
水
間
順
也

　
　

・
小
代
第
５
分
団
…
…
…
澤
田
圭
一

　
　

・
小
代
第
６
分
団
…
…
…
井
上
雄
次

※
特
別
支
援
学
校
と
は
…

　

障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
一
人
一

人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
学
校
。

教
科
指
導
を
は
じ
め
、
基
本
的
な
日

常
生
活
の
指
導
や
作
業
学
習
な
ど
を

行
う
ほ
か
、
就
労
支
援
に
取
り
組
む

こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
自

立
と
社
会
参
加
に
向
け
た
力
を
育
む
。

出
石
特
別
支
援
学
校
み
か
た
校
開
校
式
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町
で
は
、
観
光
客
に
滞
在
時
間
を

延
長
し
て
も
ら
い
、
観
光
消
費
額
の

増
加
と
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
図
る
た
め
、

観
光
客
が
町
内
観
光
施
設
な
ど
を

巡
っ
た
際
に
、
町
特
産
品
が
当
た
る

「
か
み
周
遊
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を

実
施
し
ま
す
。

　

実
施
す
る
に
あ
た
り
、
ス
タ
ン
プ

設
置
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
施
設
を

募
集
し
ま
す
。

ス
タ
ン
プ
設
置
施
設
の
条
件

　

町
内
の
観
光
施
設
、
飲
食
店
、
小

売
店
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
で
、

１
千
円
（
税
込
）
以
上
の
利
用
や
買

い
物
な
ど
を
し
た
観
光
客
に
対
し
て

応
募
用
紙
に
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
い

た
だ
け
る
施
設

※ 

ス
タ
ン
プ
、
ス
タ
ン
プ
設
置
施
設

表
示
シ
ー
ル
、
の
ぼ
り
旗
な
ど
は

町
が
提
供

※ 

ス
タ
ン
プ
設
置
に
対
す
る
お
礼
や

取
扱
手
数
料
は
な
し

申
込
方
法

　

役
場
観
光
商
工
課
に
備
え
付
け
の

申
込
書
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記

載
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

　

５
月
29
日
（
金
）

スタンプ設置施設募集中！
かみ周遊スタンプラリー実施

●問い合わせ（提出）先　役場観光商工課

　

昨
年
４
月
の
消
費
税
率
の
引
き
上
げ

に
伴
い
、
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
「
臨

時
福
祉
給
付
金
」
お
よ
び
「
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
を
支
給
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
２
つ
の
給
付
金
の
支
給

要
件
に
該
当
す
る
場
合
、
ど
ち
ら
の
給

付
金
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
申
請
期
間
が
異
な
る
ほ
か
、
期

限
を
過
ぎ
た
場
合
は
給
付
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

臨
時
福
祉
給
付
金

支
給
対
象
者

　

基
準
日
（
平
成
27
年
１
月
１
日
）
に

香
美
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
が
あ

り
、平
成
27
年
度
分
町
民
税
（
均
等
割
）

が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
人

※ 

町
民
税
を
課
税
さ
れ
て
い
る
人
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
場
合
は
対
象
外

支
給
額

　

支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き
６
千
円

申
請
手
続
き

　

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
対
し

て
、
７
月
下
旬
ご
ろ
に
申
請
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
載
し
、

役
場
福
祉
課
ま
た
は
各
地
域
局
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間

　

８
月
３
日
（
月
）

　
　

〜
平
成
28
年
１
月
29
日
（
金
）

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

支
給
対
象
者

　

基
準
日
（
平
成
27
年
５
月
31
日
）
に

お
け
る
平
成
27
年
６
月
分
の
児
童
手
当

（
特
例
給
付
を
除
く
）
の
受
給
者

対
象
児
童

　

支
給
対
象
者
の
平
成
27
年
６
月
分
の

申
請
期
限
を
お
忘
れ
な
く
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
福
祉
課

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

児
童
手
当
（
特
例
給
付
を
除
く
）
の
対

象
と
な
る
児
童

支
給
額

　

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
３
千
円

申
請
手
続
き

　

児
童
手
当
現
況
届
（
提
出
期
限
は
６

月
30
日
（
火
））
と
併
せ
て
申
請
書
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
載

し
、
役
場
福
祉
課
ま
た
は
各
地
域
局
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間

６
月
１
日
（
月
）
〜
11
月
30
日
（
月
）

■ 役場や厚生労働省などがＡＴＭ（銀行やコ■ 役場や厚生労働省などがＡＴＭ（銀行やコ

ンビニなどの現金自動預け払い機）の操作ンビニなどの現金自動預け払い機）の操作

をお願いすることは絶対にありません。をお願いすることは絶対にありません。

■ ＡＴＭを自分で操作して、他人からお金を■ ＡＴＭを自分で操作して、他人からお金を

振り込んでもらうことは絶対にできません。振り込んでもらうことは絶対にできません。

■ 役場や厚生労働省などが今回の２つの給付■ 役場や厚生労働省などが今回の２つの給付

金の給付のために手数料などの振り込みを金の給付のために手数料などの振り込みを

求めることは絶対にありません。求めることは絶対にありません。

■ 役場や厚生労働省を語った不審な電話が■ 役場や厚生労働省を語った不審な電話が

あった時などは、役場福祉あった時などは、役場福祉

課、役場消費生活相談窓口ま課、役場消費生活相談窓口ま

たは美方警察署（℡ 0796・たは美方警察署（℡ 0796・

82・0110）にご連絡ください。82・0110）にご連絡ください。

「臨時福祉給付金」や「臨時福祉給付金」や

「子育て世帯臨時特例給付金」を「子育て世帯臨時特例給付金」を
　　　　装った詐欺にご注意を！　　　　装った詐欺にご注意を！
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

〜
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
新
し
い
取
り
組
み
を
開
始
〜

〜
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
新
し
い
取
り
組
み
を
開
始
〜

　

町
で
は
、
４
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
で
の

新
し
い
取
り
組
み
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
」
を
始
め
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
で
は
、「
要
支
援
」
の
認
定
を

受
け
て
い
る
人
や
家
事
や
身
の
回
り
の
世
話

な
ど
が
必
要
と
な
る
人
を
対
象
と
し
て
、
介

護
予
防
（
身
体
機
能
の
維
持
な
ど
を
目
的
と

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
）や
生
活
支
援（
家

事
の
代
行
な
ど
）
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
希

望
に
応
じ
て
提
供
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
国
の
予
防
給
付
の
基
準
で
行
わ

れ
て
い
た
場
合
と
違
い
、
町
が
行
う
こ
と
で

①
地
域
に
お
け
る
介
護
支
援
の
担
い
手
の
育

成
②
き
め
細
や
か
で
切
れ
目
の
な
い
介
護
体

制
の
構
築
③
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
視
点
に

立
っ
た
柔
軟
な
対
応
―
―
な
ど
が
で
き
ま
す
。

　

本
格
運
用
は
平
成
28
年
度
か
ら
で
す
が
、

今
年
度
は
試
験
的
に
次
の
２
つ
の
サ
ー
ビ
ス

家
事
援
助
事
業

　

掃
除
、
買
い
物
、
調
理
、
洗
濯
な
ど
と
い
っ

た
家
事
の
う
ち
、
利
用
対
象
者
が
不
自
由
を

感
じ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
代
行
し
ま
す
。

◇
利
用
料
…
図
２
の
と
お
り

　

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
る
人
は
、
引
き
続
き
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
で
き
ま
す
。

元
気
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　

元
気
で
自
立
し
た
日
常
生
活
を
目
指
し
て
、

週
１
回
、介
護
予
防
教
室
を
開
催
し
ま
す（
図

１
）。

　

適
度
な
運
動
に
よ
っ
て
運
動
能
力
を
維
持

し
た
り
、
口
腔
機
能
や
栄
養
状
態
の
改
善
に

つ
い
て
講
師
か
ら
学
ん
だ
り
し
ま
す
。

◇
利
用
料
…
２
５
０
円
（
1
回
）

※ 

ど
ち
ら
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
、「
利

用
対
象
者
に
該
当
す
る
か
」「
ど
う
い
っ

た
支
援
が
必
要
か
」
な
ど
を
い
き
い
き

相
談
セ
ン
タ
ー
（
役
場
福
祉
課
内
）
の

職
員
が
一
緒
に
考
え
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
者
福
祉
の
総
合
相
談
窓
口
と
し
て
、

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
日
常
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
次
の
よ
う
な
活
動
を
通
し

て
在
宅
生
活
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

自
立
生
活
へ
の
支
援

　

体
を
動
か
さ
な
い
で
い
る
と
、
筋
力
や
心

肺
機
能
の
低
下
を
招
き
、
介
護
が
必
要
に
な

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
こ
れ
ら
の
予
防
の
た
め
、

そ
し
て
皆
さ
ん
が
〝
い
き
い
き
〞
と
し
た
生

活
を
送
れ
る
よ
う
、
介
護
予
防
教
室
や
介
護

予
防
の
た
め
の
出
前
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り

　

地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
支
援
・
指
導
、

関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
通

し
て
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地

域
を
支
援
し
ま
す
。

安
心
・
安
全
な
生
活
を
支
援

　

財
産
管
理
や
契
約
を
本
人
に
代
わ
っ
て
行

う
「
成
年
後
見
制
度
」
や
「
地
域
福
祉
権
利

擁
護
事
業
」
の
説
明
・
利
用
支
援
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
虐
待
の
早
期
発
見
、
把
握
に
努

め
、
皆
さ
ん
の
安
心
・
安
全
な
生
活
を
支
援

し
ま
す
。

　

介
護
、
健
康
や
福
祉
、
医
療
な
ど
に
つ
い

て
、
お
困
り
の
こ
と
、
ご
心
配
な
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

い
き
い
き
相
談
セ
ン
タ
ー
で
す
！

今
年
度
は
試
験
的
に
次
の

つ
の
サ

ビ
ス

通 信
●問い合

わせ先

　いきい
き相談セ

ンター（
役場福祉課

内）

　℡ 07
96・36

・4004
（直通）

いきいき

※祝日、年末年始除く

▼（図１）元気デイサービスの実施内容

対象区 実施日 実施時間 実施場所

香住区 毎週金曜日 14:00 ～ 16:00 香住地域支援センター

村岡区 毎週水曜日 13:30 ～ 15:30 村岡リハビリセンター

小代区 毎週月曜日 13:30 ～ 15:30 小代いこいの里

実施時間
利用料

(1 時間未満当たり）

8:00 ～ 18:00（平日） 170 円

6:00 ～ 8:00（平日）

200 円18:00 ～ 22:00（平日）

土、日、祝日、年末年始

▼（図２）家事援助事業利用料表

※初回利用月に 100 円を加算
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

　

●問い合わせ先

役場総務課防災安全室

  

現
在
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
（
５
月

20
日
ま
で
）
が
展
開
さ
れ
て
い
て
、
子
ど
も

と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
が
運
動
の
基
本

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
高
齢
者
が
関
係
す
る
交
通
死
亡

事
故
の
全
体
の
約
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

県
が
作
成
し
た
交
通
安
全
キ
ー
ワ
ー
ド
「
こ3

い
ぬ
の
あ
し
あ
と

3

3

3

3

3

3

3

」
を
確
認
し
、
交
通
ル
ー

ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を

習
慣
付
け
、
交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

「
こ
い
ぬ
の
あ
し
あ
と
」
っ
て

　
　
　
　
　
　
　

ど
ん
な
意
味
？

こ
…
交
通
安
全
は
家
庭
か
ら

い
… 

い
つ
も
の
み
ち
で
も　

と
ま
る
・
み
る

・
ま
つ

ぬ
… 

ぬ
れ
た
み
ち
で
は　

ス
リ
ッ
プ
ち
ゅ
う

い

の
…
の
る
と
き
は　

ブ
レ
ー
キ
・
ラ
イ
ト

　
　

だ
い
じ
ょ
う
ぶ

あ
…
あ
お
し
ん
ご
う
で
も　

み
ぎ
・
ひ
だ
り

し
… 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は　

カ
チ
ッ
と
な
る
ま

で
（
鳴
る
ま
で
）

あ
…
あ
か
る
い
ふ
く
と　

は
ん
し
ゃ
ざ
い

と
…
「
止
ま
れ
」
の
ば
し
ょ
は　

い
っ
た
ん

　
　

と
ま
っ
て
み
ぎ
・
ひ
だ
り

交
通
安
全
運
動
開
催
中

町
内
の
交
通
事
故
発
生
状
況
は
？

　

町
内
に
お
け
る
昨
年
１
年
間
の
交
通
人
身

事
故
の
発
生
状
況
は
、
次
の
図
１
〜
４
の
と

お
り
で
す
。

　

交
通
事
故
の
特
徴
と
し
て
は
、
車
同
士
の

事
故
が
23
件
と
４
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す

（
図
１
）。

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
６
０
０
日
達
成
！

交
通
安
全
功
労
表
彰
を
受
賞

　

６
０
０
日
間
に
わ
た
り
町
内
で
交
通
死
亡

事
故
が
発
生
し
な
か
っ
た
と
し
て
３
月
23

日
、
香
美
町
が
兵
庫
県
交
通
安
全
対
策
委
員

会
（
井
戸
敏
三
会
長
・
兵
庫
県
知
事
）
か
ら

交
通
安
全
功
労
表
彰
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
交
通
安
全
の
啓
発
や
そ
の

確
保
に
功
績
が
あ
っ
た
市
町
が
対
象
と
な
る

も
の
。
香
美
町
は
平
成
25
年
６
月
３
日
を
基

準
日
と
し
て
、
平
成
27
年
１
月
23
日
ま
で
の

６
０
０
日
間
で
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
達
成

し
、
同
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

表
彰
状
を
伝
達
さ
れ
た
浜
上
町
長
は
「
皆

さ
ん
の
交
通
安
全
へ
の
取
り
組
み
が
結
実
し
、

受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
町
全
体
で
交
通
安
全
の
意
識
を
高
め
て
い

き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
交
通
マ
ナ
ー
の
遵
守
に
町
民
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▲ 賞状を伝達した兵庫県企画県民部交通安全室の難波
宏明室長（右）と賞状を受け取った浜上町長

車両相互車両相互
23 件23 件

車両単独車両単独
17 件17 件

人対車両人対車両
5件5件

自転車対車両 3件自転車対車両 3件

人身事故件数人身事故件数
48 件48 件

平成 26年平成 26 年

▲（図１）町内における交通事故類型

（件）

9

66

3

8

0

2

00

1

6
7

０
時
〜

２
時
〜

４
時
〜

６
時
〜

８
時
〜

10
時
〜

12
時
〜

14
時
〜

16
時
〜

20
時
〜

22
時
〜

18
時
〜

▲（図 2）人身事故の時間別発生状況

25～64歳25～64歳
32 人32 人

6歳未満6歳未満1人1人

75歳以上75歳以上
8人8人

65～74歳65～74歳5 人5人

16～24歳16～24歳
7 人7人

6～15歳6～15歳
5 人5人

死者・負傷者数死者・負傷者数
58 人58 人

平成 26年平成 26 年

▲（図３）人身事故による死者・負傷者数

人身事故件数人身事故件数
48 人48 人

平成 26年平成 26 年
安全運転安全運転
義務違反義務違反
26 件26 件

優先通行妨害優先通行妨害
等　4件等　4件

横断等禁止横断等禁止
2件2件
徐行徐行
3件3件

その他その他
5件5件

通行区分通行区分
6件6件

歩行者妨害等歩行者妨害等
2件2件

▲（図 4）人身事故の主な原因

　

人
身
事
故
に
よ
る
死
亡
・
負
傷
者
数
は
、

25
歳
か
ら
64
歳
が
半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま

す
が
、
65
歳
以
上
も
13
人
と
多
く
な
っ
て
い

ま
す
（
図
３
）。

　

ま
た
、
事
故
は
日
中
に
多
く
発
生
し
て
い

て
、
特
に
子
ど
も
た
ち
の
下
校
時
間
帯
に
多

く
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
（
図

２
）。

　

人
身
事
故
の
主
な
原
因
は
安
全
運
転
義
務

違
反
で
、
全
体
の
半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま

す
（
図
４
）。
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…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

　ごみ収集の現場で実際にあった不適正ご

みの実例を挙げながら、皆さんに正しい分

別について学んでいただくこのコーナー。

　７回目は「粗大ごみ」です。

こんな出し方していませんか？

不適正ごみの実例不適正ごみの実例
⑦粗大ごみ編

◎出す時のポイント
◆ ごみ分別早見表（50 音順）で「粗大ごみ」の分

別区分となっているか確認する。

◆ 指定袋に入らないものは、黄色の「粗大ごみ用シー

ル（１枚 100 円）」を貼って出してください。

　賢い消費者になりましょう！

消 生 活費 相談

息子が結婚できないのは家運が悪い？がががががががががが がががががががががが息息息息息息息息息息息息息息子子子子子子子子子子子子子子ががががががががががががががが結結結結結結結結結結結結結結婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚でででででででででででででできききききききききききききききななななななななななななななないいいいいいいいいいいいいいのののののののののののののののははははははははははははははは家家家家家家家家家家家家家家家運運運運運運運運運運運運運運ががががががががががががががが悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪いいいいいいいいいいいいいい？？？？？？？？？？？？？？？

【事例】

　新聞の折り込み広告に開運印鑑のチラ

シがあり、以前から欲しかったので電話

を掛けて注文した。

　相手に家族構成や年齢を聞かれ、「表

札も作ってはどうか」と勧誘された。最

初は購入しようと思わなかったが「あな

たの息子が結婚しないのは家運が悪いか

らだ。開運表札に替えれば運気が上がる」

と言われ、高額な表札を注文した。

　その後も「家運が上がるから」と数珠、

ネックレス、指輪など勧められるたびに

しぶしぶ購入している。

　特に運気が上がったような感じはしな

いが、だまされているのか。

【ひとことアドバイス】

◇ 「買わなければ不幸になる」

「買えば幸せになる、願い

がかなう」と言って商品を

売りつける開運商法です。

◇ 商品を買ったからといって

願いが叶うなどということ

は絶対にありません。

◇ 要らないものはきっぱりと

断りましょう。

相談は
　こちらへ…

役場消費生活相談窓口（町民課内）　℡ 0796・36・1941（直通）たじま消費者ホットライン　℡ 0796・23・1999※相談無料で秘密は厳守 !!

こんな
とき、どうする？

　テレビ、エアコン、洗濯機、衣

類乾燥機、冷蔵庫、冷凍庫は「家

電リサイクル対象品」なので町で

は処理できません。販売店などに

ご相談ください。

①「テレビ」が混ざっている

～印鑑・表札・数珠…開運商法～

　指定袋以外の大きな袋や箱など

にごみをまとめて入れて、粗大ご

み用シールを貼る使い方はできま

せん。

②「シール」の使い方が間違っている

　資源ごみ（ペットボトル、プラス

チック製容器包装、カンビン）は、

旧「燃えないごみ袋」および「燃や

さないごみ袋」の青い袋では出せま

せん。「資源ごみ袋（緑色）」にそれ

ぞれ分別して出してください。

　旧「燃えないごみ袋」は「燃やさ

ないごみ袋」として、燃やさないご

み、粗大ごみ、蛍光管の区分のごみ

を出すときに使用できます。

ちょっとおさらい！
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

娘
へ
送
る
和
紙
の
軽
さ
の
干
若
布

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
田 

美
代
子

百
年
の
酢
屋
の
煙
突
花
菜
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
西 

政
枝

目
鼻
無
き
顔
ば
せ
清
し
紙
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
川 

サ
ヨ
子

釣
人
は
微
動
だ
に
せ
ず
春
時
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
西 

澤
子

灯
台
は
白
き
ク
レ
ヨ
ン
春
の
航

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
端 

静
子

文文  

芸芸  

かか  

みみ

真
砂
俳
句
会

真
砂
俳
句
会

44
月
例
会
か
ら

月
例
会
か
ら

暖
か
や
嬰
が
笑
え
ば
皆
笑
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
柴 

光
代

キ
ャ
ン
パ
ス
に
集
う
媼
の
早
春
賦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

駒
居 

君
香

船
つ
な
ぐ
綱
に
磯
菜
の
み
ど
り
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋 

二
三
子

万
象
の
光
集
め
て
春
の
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
脇 

政
江

さ
く
ら
、
さ
く
ら
、
中
の
老
木
抱
き
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長 

扶
微
子

つ
く
し
ん
ぼ
う
に
埋
も
る
ふ
る
さ
と
の
無
縁
墓
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川 

喜
美

ほ
ど
ほ
ど
の
く
ら
し
喜
び
今
朝
の
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
田 

恵
津
子

菜
の
花
に
海
光
み
ち
る
岬
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
瀬 

美
智
子

の
ど
け
し
や
小
高
き
丘
の
聖
塚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
田 

淳
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
掲
載
は
氏
名
の
五
十
音
順
）

◆
定
例
会　

（
香
住
文
化
会
館
）　

　

４
〜
10
月　

毎
月
第
一
土
曜
日　

午
後
１
〜
４
時

　

11
〜
３
月　

毎
月
第
一
火
曜
日　

午
後
１
〜
４
時

第
3
回
「
と
と
フ
ェ
ス
」
開
催
！

香
美
町
魚
食
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
条
例
施
行
1
周
年
記
念
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
4
月
18
日
）

　
　

４
月
18
日
、
暖
か
い
春
の
日
差
し
が
指

す
中
、
香
住
水
産
加
工
業
協
同
組
合
の
上
屋

で
「
と
と
フ
ェ
ス
第
３
弾 

香
美
町
と
と
条

例
施
行
1
周
年
記
念
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
魚
食
の
普
及
・
拡
大

を
目
指
し
て
制
定
し
た
「
香
美
町
魚
食
の
普

及
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」
施
行
1
周
年
を

記
念
し
て
行
わ
れ
た
も
の
。
ホ
タ
ル
イ
カ
の

試
食
会
や
、
海
産
物
の
即
売
会
な
ど
が
行
わ

れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
ひ
と
き
わ
盛
り
上
が
っ
た
の

が
、
ホ
タ
ル
イ
カ
を
設
定
の
グ
ラ
ム
数
の

ピ
ッ
タ
リ
当
て
る
と
豪
華
賞
品
が
も
ら
え
る

コ
ー
ナ
ー
。

　

参
加
者
の
１
人
は
「
前
の
人
を
参
考
に
し

た
の
だ
が
、
思
っ
て
い
た
よ
り
も
難
し
か
っ

た
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
中
に
は
ピ
タ
リ

と
当
て
豪
華
商
品
と
と
も
に
認
定
証
を
受
け

取
る
人
も
い
ま
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
「
と
と
活
隊
」

の
浜
上
栄
作
隊
長
は
「
施
行
さ
れ
て
か
ら
1

年
間
、
料
理
教
室
や
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
、
と
と
活
隊
の
認
知
度
も
上
が
っ

て
き
た
。
し
か
し
町
内
で
魚
を
購
入
で
き
る

店
が
少
な
い
地
域
も
あ
る
と
い
う
課
題
が
見

え
て
き
た
。
た
だ
『
と
と
条
例
』
の
普
及
の

後
押
し
は
で
き
た
と
感
じ
ま
す
」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

同
条
例
で
は
毎
月
20
日
を
「
と
と
の
日
」、

毎
年
10
月
を
「
香
美
町
魚
食
普
及
月
間
」
と

定
め
て
、
町
内
産
の
水
産
物
の
消
費
拡
大
や

地
域
産
業
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

▲ホタルイカのグラム数を当てるイベントの参加者（右）
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

求人情報
詳細はハローワークにおたずねください

（平成 27年 4月 20 日現在、順不同）

●問い合わせ先　ハローワーク香住　　　℡ 0796・36・0137

こんにちは、赤ちゃん

※ このコーナーは、先月（3/21 ～ 4/20）の届出分の内、承諾を
得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

お悔やみ申し上げます

※ このコーナーは、先月（3/21 ～ 4/20）の届出分の内、承諾を
得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

記
後

編
集

　

皆
さ
ん
。
は
じ
め
ま
し

て
。
こ
の
た
び
の
異
動
で
広

報
担
当
に
な
り
ま
し
た
コ
バ

ヤ
シ
で
す
。
使
い
慣
れ
な
い

大
き
な
カ
メ
ラ
や
、
機
械
な

ど
、
悪
戦
苦
闘
の
毎
日
で
す

が
、
な
ん
と
か
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
に

取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
コ
バ
ヤ
シ
）

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

写真でつづる
まちのできごと

Photo News

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
く
通
学
を
！

　

町
内
の
小
中
学
校
な
ど
の
新
入
生
に
安
全
な
登
下
校
を
呼
び

か
け
よ
う
と
、
役
場
、
香
住
交
通
安
全
協
会
（
三
輪
一か

ず

み三
会
長
）、

村
岡
交
通
安
全
協
会
（
中
山
昇
平
会
長
）、香
美
町
防
犯
協
会
（
西

村
功
会
長
）、
美
方
警
察
署
（
中
谷
数
夫
署
長
）
が
そ
れ
ぞ
れ
交

通
安
全
物
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
新
１
年
生
56
人
を
迎
え
る
香
住
小
学
校
（
山
本 

真
校
長
、
３
７
５
人
）
で
４
月
３
日
、
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
関
係

者
と
同
校
の
新
１
年
生
代
表
の
５
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

浜
上
町
長
や
中
谷
署
長
が
「
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
た
ち
と
交

通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
く
通
学
し
て
く
だ
さ
い
」
と
お
願
い
し

た
後
、
遠
く
か
ら
で
も
よ
く
目
立
つ
黄
色
の
横
断
旗
や
ラ
ン
ド
セ

ル
カ
バ
ー
な
ど
を
児
童
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

香
住
区
香
住
の
東
大は

る

と翔
く
ん
は
「
信
号
を
守
っ
て
登
校
し
ま
す
。

小
学
校
で
勉
強
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
物
品
の
贈
呈
式
（
４
月
３
日
、
香
住
小
学
校
）

▲ 交通安全物品を受け取る子どもたち

青
い
羽
根
募
金
に
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
！

　
　

「
青
い
羽
募
金
」
へ
の
積
極
的
な
呼
び
掛
け
を
行
っ
た
功
績

を
た
た
え
、
遊
覧
船
か
す
み
丸
有
限
会
社
（
山
口
都み

や

こ子
代
表
取
締

役
）
に
（
公
社
）
日
本
水
難
救
済
会
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
そ
の
伝
達
式
が
３
月
19
日
、
役
場
本
庁
舎
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

青
い
羽
根
募
金
は
、
水
難
救
助
活
動
の
重
要
性
を
知
っ
て
も
ら

う
の
と
同
時
に
、
救
助
員
の
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
や
ロ
ー
プ
な
ど

の
救
助
資
機
材
の
購
入
費
や
救
助
時
に
必
要
と
な
る
資
金
を
得
る

た
め
に
広
く
寄
付
を
呼
び
掛
け
て
い
る
も
の
。
同
社
は
10
年
以
上

前
か
ら
乗
船
客
に
青
い
羽
根
募
金
を
呼
び
掛
け
て
い
て
、
昨
年
２

月
か
ら
９
月
の
間
に
約
28
万
円
の
寄
付
が
同
社
に
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
日
、
県
水
難
救
済
会
副
会
長
を
務
め
る
浜
上
町
長
か
ら
感

謝
状
を
伝
達
さ
れ
た
山
口
代
表
取
締
役
は
「
受
賞
は
呼
び
掛
け
に

応
じ
て
く
れ
た
お

客
様
の
お
か
げ
で

す
。
募
金
は
海
の

安
全
の
た
め
に
役

立
て
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
笑
顔
で

語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

（
公
社
）
日
本
水
難
救
済
会
か
ら
感
謝
状
贈
呈
（
３
月
19
日
、役
場
本
庁
舎
）

▲ 感謝状を贈呈された遊覧船かすみ丸有限会社の皆さんなど
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ち
ょ
っ
ぴ
り
〝
ド
キ
ド
キ
〞
の
入
学
式
！

町
内
小
学
校
入
学
式
（
４
月
８
日
）

　

町
内
11
小
学
校
（
余
部
小
学
校
御
崎
分
校
を
含
む
）
で
４
月
８
日
に
一
斉
に
行
わ
れ
た
入
学
式
。

　

期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
た
１
４
５
人
の
新
入
生
が
、
大
き
な
拍
手
に
迎
え
ら
れ
て
入
学
式
に
臨
み
ま
し
た
。

　

ド
キ
ド
キ
す
る
こ
と
も
あ
る
け
ど
、
み
ん
な
楽
し
く
学
校
に
行
こ
う
ね
！

▲
香
住
小
学
校
１
年
１
組
の
新
入
生
の
皆
さ
ん

▲
香
住
小
学
校
１
年
２
組
の
新
入
生
の
皆
さ
ん

▲
村
岡
小
学
校
の
新
入
生
の
皆
さ
ん

▲
小
代
小
学
校
の
新
入
生
の
皆
さ
ん



◇
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

この「広報ふるさと香美」は、自然環境を考えてソイ（大豆油）インキ、再生紙を使用しています。

役場各課など
主な施設の連絡先

〒
669 -6592　

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
香
住
区
香
住
870の

１

TEL 0796・
36 ・

1111　
FAX 0796・

36・
3809

電
子
メ
ー
ル
　
info@town.mikata-kami.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
http://www.town.mikata-kami.lg.jp

役場本庁舎　　36・1111( 代表 )

　総　務　課　36・1111

　財　政　課　36・1942

　企　画　課　36・1962

　税　務　課　36・1113

　会　計　課　36・4321

　町　民　課　36・1110

　  消費生活相談　36・1941

　健　康　課　36・1114

　福　祉　課　36・1964

　農林水産課　36・0846

　観光商工課　36・3355

　建　設　課　36・1961

　上下水道課　36・0420

　議会事務局　36・1963

村岡地域局　　94・0321( 代表 )

小代地域局　　97・3111( 代表 )

町教育委員会　94・0101

　香住区中央公民館

　　（香住区生涯学習センター）

　　　　　　　36・3764

　村岡区中央公民館

　　　　　　　98・1366

　小代地区公民館

　　（小代区地域連携センター）

　　　　　　　97・3966

公立香住病院　36・1166

公立村岡病院　94・0111

香住文化会館　36・1026

香住老人福祉センター36・5008

村岡老人福祉センター98・1000

小代高齢者生活支援センター97・2202

（すべての施設の市外局番：0796）

まちのうごき

合　計

　男　

　女　

世帯数

カッコ内は前月比

ふ
る
さ
と
香
美
（
第
122

号
）
平
成
27
年
5
月
14
日
発
行

発
行
／
兵
庫
県
香
美
町
　
企
画
編
集
／
企
画
課

108）

66）

42）

7）

（平成 27 年 4月 1日現在）

19,308 人（－

9,214 人（－

10,094 人（－

6,724 世帯（－

第
52
回

耳じ

じ

ょ

う

と

っ

て

つ

き

た

か

つ

き

状
把
手
付
高
坏
や
、
当
時
の
革
製
水
筒
を
ま
ね
て
作
っ
た

革
袋
形
土
器
な
ど
の
珍
し
い
も
の
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
村
岡
区
高
井
の
「
三さ

ん

の

た

に

之
谷
壁
画
古
墳
」
で
、
高

井
集
落
の
西
側
の
裏
山
に
あ
り
、
正
式
な
名
称
を
「
三
之
谷

１
号
墳
」
と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
古
墳
は
、
石
室
と
呼
ば
れ
る
埋
葬
施
設
に
使
わ
れ
た

石
の
一
部
に
「
線
刻
」（
石
に
浅
い
溝
を
彫
っ
て
模
様
な
ど

を
描
く
方
法
）
に
よ
っ
て
多
く
の
線
や
模
様
が
描
か
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
県
指
定
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
描
か
れ
て

い
る
絵
の
一
部
が
鳥
の
よ
う
に
も
見
え
る
こ
と
か
ら
、
石
室

は
県
指
定
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
20
日
、
県
教
育
委
員
会
は
新
た
に
９
件
の
文
化
財
を

県
指
定
に
指
定
、
そ
の
中
に
町
内
の
も
の
が
２
件
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
う
ち
「
文
堂
古
墳
出
土
品
」
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

文
堂
古
墳
は
本
誌
79
号
で
ご
紹
介
し
た
と
お
り
、
昭
和
50

（
１
９
７
５
）
年
に
県
指
定
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
史
跡
は
「
土
地
」
を
指
定
し
た
も
の
で
、
金
で
飾
ら

れ
た
刀
な
ど
は
「
も
の
」
で
あ
る
た
め
正
式
な
指
定
に
は
な

ら
ず
、「
付
」（
つ
け
た
り
）
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
大
手
前
大
学
史
学
研
究
所
と
町
教
育
委
員
会

が
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
調
査
が
終
わ
り
、
そ
の
結
果
、
あ

ら
た
め
て
「
文
堂

古
墳
出
土
品
」
と

し
て
県
指
定
有
形

文
化
財
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
村
岡
区
に
あ
る
昔
の
人
の
お
墓
、

古
墳
で
す
。
古
墳
は
３
世
紀
か
ら
７
世
紀
に
か
け
て
、
当
時

の
権
力
者
や
比
較
的
地
位
の
高
い
人
を
埋
葬
す
る
た
め
に
造

ら
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
本
誌
で
数
回
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
回
は
村
岡
区
に
あ
る
県
指
定
史
跡
に
指
定
さ
れ

て
い
る
古
墳
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
一
つ
目
は
村
岡
区
福
岡
の
「
八や

は

た

や

ま

幡
山
古
墳
群
」
で
す
。

八
幡
神
社
の
南
側
、
こ
ん
も
り
と
地
面
の
盛
り
上
が
っ
た
場

所
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
が
す
べ
て
古
墳
で
す
。
現
在
確
認

で
き
る
の
は
３
号
墳
か
ら
６
号
墳
ま
で
の
４
基
で
す
が
、
昔

は
７
基
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
か
ら
は
、
船
の
形
を
模
し
た
と
も
言
わ
れ
る

八
幡
山
古
墳
群

三
之
谷
壁
画
古
墳

県
指
定
史
跡

▲八幡山 5号墳

▲三之谷 1号墳線刻画

▲   文堂古墳出土品
　 剣や馬具といった計 168 点が県指定有形
文化財に指定されました。

県
指
定
有
形
文
化
財　

文
堂
古
墳
出
土
品


